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’
十
一
月
固
定
董
産
税
四
期

、
十
二
月
町
縣
民
税
四
期

十
二
月
保
瞼
税
四
期

◇
納
税
を
忘
れ
て
い
な
い
か
、
い

ま
一
度
キ
ッ
プ
を
湖
ら
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

町
税
今
後
の
納
期

三洲
そ
の
任
の
重
大
さ
に
深
く
責
任
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
金
木
町
の
広
報
『
金
木

だ
よ
り
』
は
、
そ
の
歴
史
も
古
く
編
集

の
仕
方
も
す
ぐ
れ
て
、
以
前
に
何
回
か

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
し
て
い
る
よ

う
な
広
報
紙
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ま
す

ま
す
そ
の
任
で
な
い
こ
と
が
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

お
け
ば
、
明
年
の
営
農
に
お
よ
ぼ
す
影

響
は
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

町
当
局
で
は
、
さ
っ
そ
く
税
金
に
対
し

て
の
減
免
捨
瞳
の
研
究
を
関
係
課
に
指

示
し
て
作
業
を
す
す
め
る
一
方
、
農
業

共
済
組
合
、
農
業
協
同
組
合
お
よ
び
譲

会
側
と
と
も
に
対
策
本
部
還
設
歴
し
、

県
庁
関
係
課
、
県
巌
会
、
そ
の
他
関
係

団
体
に
陳
情
を
続
け
て
い
る
が
、
被
害
一

画
頓
酉
禰
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』
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と冠悪 E稲四

町
づ
く
り
は
み
ん
な
で

広
報
活
動
は
多
角
的
に

○
…
去
る
九
月
十
一
日
、
実
時
間
に
し
て
わ
ず
か
十
五
分
の
問
に
麹
っ
た
垂
（
ひ
ょ
う
）
の
た
め
に
、
春
か
ら
納
魂
こ
め
て
つ
く
っ
た
…
○

○
・
：
農
作
物
が
、
一
瞬
に
し
て
水
泡
に
帰
し
た
川
倉
、
芦
野
、
藤
枝
、
蒋
田
の
四
部
落
の
被
害
は
、
調
査
の
結
果
、
金
額
に
し
て
九
千
・
・
○

○
…
三
百
余
万
円
と
予
想
外
の
も
の
だ
っ
た
。
…
○

○
…
町
当
局
は
、
こ
れ
ら
被
害
農
家
に
対
し
て
の
救
済
措
腫
を
と
る
た
め
、
程
筈
対
策
委
員
会
蓬
設
け
、
県
は
じ
め
関
係
機
関
に
陳
情
・
・
○

○
…
す
る
な
ど
こ
の
問
題
に
全
力
を
傾
け
て
い
る
。
：
。
○

I

期
待
さ
れ
る
対
策
措
置

今
回
金
木
町
広

報
委
員
蓬
委
嘱

さ
れ
、
年
長
の

故
を
も
っ
て
委

屋
長
に
選
ば
れ

■
』
酋
再
・
■
Ｐ
Ｃ
■
”
■
●
・
亀
一
一
・
一

し
か
し
委
員
の
中
に
は
、
当
初
か
ら
そ

の
企
画
に
参
画
し
て
い
る
方
も
多
く
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
の
意
見
を
き
き
、
ま

た
町
民
各
位
の
声
を
反
映
さ
せ
、
公
正

な
広
報
活
動
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
金
木
町
広
報
委
員
会
般

置
の
目
的
に
も
…
．
、
町
民
の
一
股
世
論

を
公
聴
す
る
と
と
も
に
、
町
の
自
治
行

政
を
正
し
く
普
及
し
円
滑
な
町
政
の
漫

透
を
図
る
た
め
…
・
・
・
と
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
町
民
の
声
を

よ
く
聞
い
て
、
そ
れ
を
町
の
行
政
に
反

映
さ
せ
、
ま
た
町
の
意
図
す
る
と
こ
ろ

町
段
階
で
は
町
税
の
減
免
を

昌
邑
・
・
ｇ
０
ｏ
ｇ
呂
呂
甲
■
胃
目
中
宮
呂
己
呂
已
』
・
・
・
『
・
こ
ぬ

專
凸
ロ
ケ
・
一
年
い
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画
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垂
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凸
己
一
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』
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缶
幸
■
・

を
町
民
に
十
分
納
得
し
て
い
た
だ
き
、

町
内
の
隅
点
ま
で
ゆ
き
わ
た
ら
せ
、
明

一
る
い
町
づ
く
り
に
役
立
て
る
意
に
ほ
か

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
次
の
よ
う
な
広
報
活
動

が
老
え
ら
れ
ま
す
。

一
、
町
と
町
民
と
の
か
け
橋
に
な
る

『
金
木
だ
よ
り
』
を
毎
月
定
期
に
発
行

す
る
。
こ
れ
は
一
見
容
易
な
よ
う
で
あ

る
が
、
町
民
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
け
れ

ば
な
か
な
か
困
難
な
こ
と
で
す
の
で
、

建
設
的
な
声
を
十
分
き
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
町
報
の
内
容
を
一
般
町
民
だ
れ
で

も
が
わ
か
る
よ
う
、
そ
し
て
期
待
し
て

い
る
こ
と
を
、
ず
ば
り
内
容
に
し
て
お

届
け
す
る
編
集
に
し
た
い
。

町
の
自
治
行
政
を
正
し
く
茸
媒
し
、
町

民
の
声
を
よ
り
多
く
き
き
、
そ
し
て

多
考
え
る
、
考
え
さ
せ
る
〃
広
報
活
動

を
進
め
る
た
め
、
去
る
九
月
二
十
五
日

③
各
種
借
り
入
れ
金
の
陳
還
期
限
を
延

長
し
て
も
ら
う
。

④
営
媛
資
金
の
低
利
貸
し
付
け
と
、
こ

れ
に
対
す
る
利
子
補
給
を
願
う
。

⑤
国
有
林
の
原
木
を
払
い
下
げ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
代
金
の
分
割
払
い
を
認

め
さ
せ
、
生
計
資
金
の
一
部
に
あ
て
さ

せ
る
。

広
報
委
員
会
を
設
置

委
員
長
に
笹
森
（
駕
）
氏
選
任

’

明

町
の
諮
問
機
関
と
し
て
の
『
金
木
町
広

報
委
員
会
』
を
組
織
し
た
。
・

と
の
広
報
委
員
会
は
、
た
だ
単
に
町
の

諮
問
機
関
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
町
長

廿
寺
■
韓
毎
■
■
凸
・
■
■
■
凸
写
■
』
■
■
二
面
■
ロ
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画
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一

、
‐

一
、
町
広
報
を
読
ん
で
町
民
が
真
剣
に

町
政
を
考
え
る
よ
う
な
編
集
に
し
た
い

一
『
、
も
っ
と
よ
く
知
り
た
い
』
こ
と

に
つ
い
て
は
ボ
ス
タ
ー
、
説
明
会
、
公

聴
会
な
ど
に
よ
り
十
分
町
民
が
納
得
す

る
よ
う
に
す
る
。

一
、
建
設
的
な
意
見
を
大
い
に
取
り
あ

げ
る
。

一
、
町
の
か
く
れ
た
文
化
財
や
良
い
こ

と
を
見
出
し
て
顕
彰
す
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
金
木
町
を
明
る
い
住

み
心
地
の
よ
い
町
に
す
る
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
町
民
一
人
一
人
の
心
に
か
か
っ

て
い
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
の
こ
の
手
で

大
仕
事
を
な
し
と
げ
る
覚
悟
で
建
設
的

な
意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
（
広
報
委
呂
長
笹
森
早
苗
）

⑥
土
木
率
業
等
の
救
済
事
業
を
誘
引
す

る
。

⑦
税
金
を
実
情
に
応
じ
減
免
し
て
も
ら

一
つ
。

⑧
町
税
関
係
で
減
額
ま
た
は
免
除
し
た

場
合
、
掘
入
に
欠
か
ん
を
生
ず
る
の
で

地
方
交
付
税
の
埴
額
交
付
し
て
も
ら
う

三
上
町
長
の
話
１
被
害
農
家
の
み
な

小
田
川
ダ
ム
建
設
の
早
期
実
現
を
は
か

る
た
め
、
去
る
九
月
士
一
日
、
五
所
川

原
市
お
よ
び
中
里
町
に
呼
び
か
け
『
小

田
川
ダ
ム
離
設
促
進
協
巌
会
』
を
組
織

し
た
。
こ
の
協
諺
会
の
栂
成
員
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

▽
会
長
（
金
木
町
垂
）
三
上
武
男

▽
副
会
長
（
五
所
川
原
市
長
）
山
内
久

三
郎

▽
同
（
中
里
町
長
）
鴨
海
文
四
郎

▽
同
（
金
木
町
助
役
）
成
田
勇
蔵

▽
委
貝

〈
五
所
川
原
市
〉

松
率
与
三
郎
（
感
長
）
新
井
佐
門
（
農

委
会
長
）
福
士
孝
一
（
諺
会
農
林
商
工

常
任
委
員
長
）

阯
仙
川
肺
Ｗ
Ｌ
０
‐
ｆ
ｒ
Ｉ
Ｉ

ｌ
ｌ
１
Ｉ
Ｉ
別
冊
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
川
肌
Ⅲ
珊
仙
珊
仙
Ⅱ
Ⅱ
川
旧
Ⅲ
Ⅲ

’

さ
ん
に
は
天
災
と
は
い
え
誠
に
気
の
窪

で
あ
る
。

町
当
局
で
捨
瞳
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
万
全
の
対
策
を
識
ず
る
。
対
外
的
に

お
願
い
す
る
と
こ
ろ
は
何
回
で
も
足
を

運
び
、
関
係
者
の
な
っ
と
く
の
い
く
よ

う
努
力
す
る
か
ら
、
あ
と
し
ば
ら
く
待

っ
て
も
ら
い
た
い
。

と
り
響
〈
ず
税
の
減
免
に
つ
い
て
、
関

係
課
に
指
示
し
、
作
業
を
進
め
て
い
る

【
写
魔
Ⅱ
せ
っ
か
く
稔
っ
た
水
稻
も
、

二
ん
な
に
睨
粒
し
て
し
ま
っ
た
】

の
要
請
に
よ
っ
て
、
直
接
広
報
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
町
報

〃
金
木
だ
よ
り
欠
八
褥
映
画
の
企
画

編
集
や
取
材
面
で
活
鰯
す
る
ほ
か
、
公

聴
会
、
座
談
会
な
ど
に
つ
い
て
計
画
実

、
劇
唾
謬
”
ｒ
、
壺
移
髭
げ
く
、
吻
謬
〃
膠
、
到
疹
忽
謬
〃
、
〃
勿
鰯
顧
汐
、
Ｊ
溺
愛
場
Ｆ
、
慶
鰯
勿
郛
ア
、
盛
召
彪
厘
戸
、
“
園
笏
彪
〆
、
が
璽
勿
壷
シ
蛤
削
四
阿

会
長
に
三
上
町
長
選
任

ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会
を
結
成

〃

中
勇
吉
（
錘
会
教
育
民
生
常
任
委
員
）

木
立
民
五
郎
（
展
委
会
長
）

▽
顧
問
花
田
一
、
珍
田
福
伍
郎

．
▽
事
務
局
長
角
田
正
男
（
金
木
町
産
一

業
課
長
）

委
員
垂
Ⅱ
笹
森
早
苗
（
密
小
学
校
長
）

副
委
員
長
Ｉ
鳴
海
和
夫
（
金
高
教
諭
）

委
員
Ⅱ
原
田
一
実
（
巌
会
副
歳
長
）
’

大
橋
巽
五
郎
、
米
谷
基
九
郎
、
竹
内
匠

右
衛
門
、
白
川
弥
太
郎
、
中
谷
藤
太
郎

（
以
上
議
会
農
林
商
工
常
任
委
員
）
木

村
不
二
男
（
諺
会
土
木
犠
任
委
員
）
田

〈
中
里
町
〉

野
上
多
一
（
議
長
）
小
山
内
吉
蔵
（
農

委
会
長
）
鈴
木
定
雄
（
武
田
士
改
謹
事

㎡

長
）

〈
金
木
町
〉

麸
工
正
衛
（
議
長
）
原
田
一
実
（
副
謹

長
）
角
田
購
注
（
収
入
役
）
藤
元
唯
広

十
月
十
一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
、
金

木
誓
察
需
笹
内
で
は
関
係
町
村
や
団
体

が
参
加
し
、
運
転
者
に
酒
を
飲
ま
せ
な

い
、
路
上
の
ゴ
ミ
箱
徹
去
、
そ
の
他
安

全
交
通
に
つ
い
て
の
謂
導
を
し
、
大
き

施
す
る
な
ど
今
後
の
活
動
に
期
待
を
か

け
ら
れ
て
い
る
。

委
員
丑
以
下
の
メ
ン
バ
ー
は
次
の
と
お

恥
ｗ
一
○

成
果
あ
げ
た
安
全
運
動

金
蕾
期
間
外
の
事
故
絶
無
を
望
む

ノ
ー
↓
６
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
１
４
Ｉ
ｌ
’
１
１

〃

中
村
本
真
（
議
会
総
務
鱗
任
委
屋
長
）

森
敏
夫
（
弘
大
金
木
展
場
主
顎
）
山
田

勝
己
（
金
中
教
頭
）
山
中
久
美
（
認
中

教
頭
）
洩
木
全
一
（
悪
中
教
諭
）
木
下

弱
（
蒔
小
教
輸
）
毛
内
英
文
（
金
青
連

事
溢
庖
長
）
小
寺
武
治
（
陸
奥
新
報
金

木
支
局
垂
）
中
村
栄
子
（
金
蝿
連
副
会

長
）
中
谷
の
ぷ
（
金
小
教
諭
）
山
形
幾

代
（
川
小
教
紬
）
笹
木
敦
子
（
斑
小
教

諭
）

な
成
果
を
あ
げ
た
か
、
金
木
警
察
署
で

は
「
交
通
安
全
の
期
間
だ
け
で
な
く
、

そ
の
日
そ
の
日
を
、
町
民
の
み
な
さ
ん

ｌ
ｌ
ｌ

人
人
人

６
３
９

５
９
４

３
３
７

１
７
，

８
８
６１

男
女
針

昭和37年9月30口現在
推計人口月報による（ ）

8'81
訓
糾
『
１
‐
一
釧
馴
百
判

584 秘
一
個
一
皿
一
調

帥
創
加
創
志
”
｜
ｎ
〉
－
１
－

４

而
祇
噸

１柵
畦
一
症
、
趣

世
Ｉ
珂
釧
Ｉ
爾
離

が
交
通
覗
故
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
』
と
次
の
こ
と
を

要
望
し
て
い
る
。
‐

①
酒
飲
み
運
転
は
大
き
な
砺
故
の
も
と

だ
か
ら
、
車
の
迎
転
識
に
は
酒
を
飲
ま

せ
な
い
こ
と
。

②
無
免
許
運
雁
も
ま
た
酔
払
い
運
転
と

同
様
に
大
事
故
を
お
こ
す
か
ら
や
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

③
車
の
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
は
、
一

番
危
険
だ
か
ら
安
全
速
度
で
運
転
す
る

こ
と
。

④
子
供
を
道
路
で
遊
ば
せ
な
い
こ
と
。

⑤
道
路
や
踏
み
切
り
を
横
断
す
る
と
き

は
必
ず
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

に
さ
れ
た
い
。

一
①

⑥
道
路
に
は
交
通
の
妨
害
に
な
る
も
の

は
一
切
お
か
な
い
こ
と
。

1''｜Ⅱ'’
日

21

勺｜
71

Ｉさ
る
十
月
二
日
よ
り
四
日
ま
で
へ
五
所
川
原
市
北
斗
グ

ラ
ン
隙
で
行
な
わ
れ
た
本
年
度
西
北
五
新
人
野
球
大
会

（
参
加
二
十
七
校
）
に
参
加
し
た
嘉
諏
中
学
校
チ
ー
ム

は
、
優
勝
は
逸
し
た
が
、
相
手
校
を
次
か
ら
次
と
破
り

準
優
勝
し
、
こ
こ
二
、
三
年
ふ
る
わ
な
か
っ
た
当
町
の

中
学
野
球
界
に
明
る
い
話
題
を
ま
い
て
い
る
。

監
督
の
下
山
先
生
は
『
勝
つ
こ
と
の
む
ず
か
し
さ
を
知

り
、
ま
た
団
体
プ
レ
ー
で
は
、
和
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
を
体
験
し
た
だ
け
で
も
大
き
な
収
穫
で
す
。
。

な
お
、
弘
前
相
互
金
木
支
店
の
豊
島
君
か
、
自
分
の
勤

め
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
日
の
暮
れ
る
ま
で
掃
導
し
て
く

れ
た
こ
と
に
は
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
』
と

喜
ん
で
い
た
。

試
合
の
経
過
次
の
と
お
り
。

▽
第
一
試
合
嘉
瀬
中
刀
１
１
禰
原
中

（
没
収
勝
）

▽
第
二
試
合
嘉
瀬
中
２
１
１
七
和
中

▽
第
三
試
合
嘉
顛
中
２
１
１
深
流
中

▽
狸
決
勝
嘉
瀬
中
通
１
０
年
潟
中

（
没
収
勝
）

▽
決
勝
畑
岡
中
３
１
２
嘉
瀬
中

【
写
腫
Ⅲ
西
北
五
中
学
校
新
人
野
球
大
会
で
準
擾
膳
し

だ
嘉
瀬
中
ナ
イ
ン
】

匙
誤
愈
忌
さ
睡
急
硬
屡
侭
Ｇ
噂
鷺
ぷ
．
、
や
．
、
倉
＆
魚
ｓ
心
鳶
撰
黛
＆
怨
念
○
謂
笛
。
＄
。
、
ｆ
、
、

西
北
五
の
新
人
野
球
大
会
で

'’'’ '’ 3

⑦
〃
人
は
右
、
車
は
左
〃
の
対
面
交
通

を
硫
実
に
守
る
よ
う
に
さ
れ
た
い
。

石
田
金
木
蓄
璽
砦
畏
の
話
Ⅱ
全
国
で
は

一
日
平
均
二
八
・
三
八
、
本
県
で
は
三

日
に
一
人
死
亡
し
て
い
る
が
、
当
地
方

は
死
亡
者
が
ま
だ
で
て
い
ま
せ
ん
が
、

自
家
乗
用
車
や
農
用
車
が
ど
ん
ど
ん
ふ

え
て
い
る
の
で
交
通
耶
故
の
防
止
に
は

今
ま
で
よ
り
以
上
に
ご
協
力
願
い
ま
す

九
月
一
日
付

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
厩
）

△
第
一
保
行
所
煙
（
痴
院
符
理
塞
長
）
．

西
沢
小
市
郎
△
節
三
保
行
所
遅
（
節
一

保
育
所
曇
）
鴫
海
武
雄
△
露
三
保
脊
所

主
任
保
母
（
企
圃
室
）
山
中
い
き
△
企

画
室
（
産
業
課
）
角
田
昭
次

（
十
月
一
日
付
）

▽
総
務
課
廷
補
佐
兼
行
政
係
長
（
嘉
瀬

支
所
垂
）
繕
村
粂
太
郎
▽
総
務
課
財
政

係
煙
兼
選
管
耶
務
局
主
任
露
記
（
総
務

課
長
補
佐
）
今
勘
七
▽
総
務
課
財
政
係

（
戸
籍
係
艮
）
伊
丸
岡
貢
▽
総
務
課
統

計
主
任
（
行
政
係
曇
）
対
馬
秀
連
▽
嘉

瀬
支
所
（
総
務
課
統
計
係
）
岩
村
久
誕

▽
厚
生
課
（
嘉
瀬
支
所
）
沢
田
国
春
▽

厚
生
課
戸
鯖
係
長
（
新
採
用
）
西
村
節

男
▽
弼
顛
支
所
圧
（
新
採
用
）
成
田
岩

蔵
▽
税
務
課
（
新
採
用
）
今
金
蔵
▽
建

般
課
（
新
採
用
）
角
田
偲
▽
産
業
課

薪
採
用
）
斎
藤
忠
英
▽
税
務
課
（
新

採
用
）
原
田
九
仁
四
郎
▽
厚
生
課
（
新

採
用
）
吉
田
満
作
▽
総
務
課
薪
採

用
）
松
坂
良
子
▽
退
職
（
厚
生
課
）
酒

井
方
蔵

人一

｜。
、

;"〃"""""""錫‘",,,,,,.,,","‘""""‘‘"""‘""‘"､"命,,,"",""""‘‘""‘"〃""‘,診,ﾊ,,""‘"""‘‘脇"‘‘""%""""'、
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現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
小
田
川
ダ
ム
の

規
模
は
、
粘
土
（
ね
ん
ど
）
を
主
と
し

た
士
堰
堤
（
ど
え
ん
て
い
）
で
は
あ
る

が
、
満
水
面
積
七
○
鯵
、
貯
水
盃
八
○

○
万
式
、
堤
高
三
○
牌
、
堤
長
二
○
○

牌
、
堤
上
幅
八
脚
、
堤
下
幅
一
五
○
牌

と
い
う
大
き
な
も
の
で
、
ダ
ム
の
み
の

【
写
腫
Ⅱ
商
長
根
で
の
一
行
＆
左
か
ら

一
人
お
い
て
町
長
、
津
島
次
官
】

一
D

P

謹
艤
{誰
$垂紗
3つつ
fよこ

鑑

今
匹
守
４
４
今
ｂ
ｂ
匹
鈩
Ｊ
ｑ
今
心
ｂ
●
〃
Ｔ
ｑ
４
や
Ｆ
Ｐ
令
ｄ
ｑ
◇
ｐ
ｂ
Ｌ
イ
ー
ｑ
◇

》
小
田
川
ダ
ム
趣
般
就
圃
は
、
今
か
↑

蕊
輔
撫
鎌

津
島
次
官
ら
現
地
視
察

計
画
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
関
係
で
の
び
の
び
に
な
っ
て
い
だ
と
こ
ろ
、
宍
月
下
句
、
三
上
町
是
が
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
か
ね
陳
燗

当
町
出
身
の
津
醗
代
議
士
（
現
健
林
政
務
次
官
）
と
い
ろ
い
ろ
鰭
し
合
い
し
た
さ
い
、
『
小
田
川
ダ
ム
は
、
私
の
知
頭
時
代
に
と
り

で
も
あ
り
、
早
期
実
現
に
努
力
し
て
み
ま
し
ょ
う
』
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
去
る
十
月
十
五
日
に
は
水
田
仙
台
農
地
頚
務
圖
艮
、
県

五
所
川
原
の
一
市
二
町
に
わ
た
る
約
三

一
○
○
諺
、
で
当
地
方
の
艇
業
栂
造
改

善
に
も
大
き
な
役
割
り
を
は
た
す
も
の

で
あ
る
。

騨
紙
岬
薙
燕
評
魂
一
劃
－

こ
の
ダ
ム
の
完
成
に
よ
っ
て
恩
恵
を
こ

う
む
る
水
田
の
面
秋
は
、
金
木
、
中
里

工
顎
費
約
一
五
徳
円
。
こ
の
ほ
か
確
道

（
ト
ン
ネ
ル
）
用
水
路
や
道
路
な
ど
の

付
帯
工
事
費
が
約
十
憶
円
、
計
二
十
五

一
五
所
川
原

中
里町

に
わ
た
る
約
三

５
，
受
連
隊
澄
次 両

市
町
も
協
力
陳
情

工
事
黄
二
百
八
十
万
円
で
結
樫
病
棟
を

模
嫌
替
え
す
る
部
分
は
、
本
屋
八
三
・

完
成
、
八
月
二
十
四
日
に
落
成
式
を
行

に
な
り
、
十
月
一
日
に
着
工
、
十
一
月

増
築
す
る
ほ
か
、
樺
駿
避
え
す
る
こ
と

な
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
か
、
こ
ん
ど
は

管
理
室
、
一
般
入
院
室
、
手
術
室
な
ど

百
万
円
を
か
け
、
ま
る
三
年
が
か
り
で

公
立
金
木
病
院
で
は
、
総
工
餐
七
千
五

二
五
坪
、
下
塵
九
・
五
坪
、
増
築
は
本

上
流
に
、

工
率
費
の
節
減
で
き
る
蝿
所

が
つ
き
、

行
十
三
人
、
十
五
日
に
は
津
島
展
林
政

計
画
部
長
、
高
木
県
十
理
改
良
課
良
一

農
林
省
木
暮
班
奨
、
仙
台
展
地
事
務
局

結
成
し
、

と
を
考
え
た
の
で
あ
る
か
『
効
認
的
で

し
て
、
金
木
川
、
小
田
川
、
飯
詰
川
の

心
と
い
う
と
こ
ろ
。

〆
当
初
、
こ
の
地
方
の
水
不
足
解
消
策
と

ダ
ム
趣
設
に
つ
い
て
明
る
い
み
と
お
し

関
係
市
町
村
で
は
さ
る
九
月
十
二
日

務
次
官
等
が
来
町
す
る
な
ど
、
小
田
川

る
こ
と
に
な
っ
た
か
、

本
に
は
竣
工
す
る
予
定
で
あ
る
、

鵡
柵
謹
詫
権
澪
錨
錘
翠
一
腔
牒
耐
榊
涛
餓
瑚
二
年

’’
》
費
の
節
減
で
き
る
溺
所
』
を
と
い
《
が
あ
る
か
な
い
か
の
調
壷
に
は
い
る
段

０
９
・
“
。
０
ｓ
ロ
守
口
？
。
，
３
患
９
万
弓
●
Ｄ
甲
再
冒
官
ｐ
ｃ
ｑ
ｐ
ｇ
呈
丘
量
目
き
●
，
愚
●
・
軍
‐
畢
’
８
冒
告
茎
営
二
言
。
‐
全
。
■
‐
あ
？
。
・
・
二
局
写
差
二
言
●
１
Ｇ
塁
⑤
ロ
ワ
、
。
Ｐ
の
孟
弓

金木病院
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ム
を
つ
く
る
こ
一
流
は
、
貯
水
壁
の
点
で
適
地
が
な
い
と

関
係
者
一
同
も
圭
子
ひ
晏
一
睦
鮮
溌
鰡
糾
餓
縦
鮒

と
こ
ろ
。

同
ダ
ム
の
早
期
着
工
を
は
か
一
①
三
河
川
の
中
淫
に
位
歴
し
て
い
る
小

〃
４
４
◆
心
Ｐ
や
４
４
◆
、
し
〃
４
４
◆
し
Ｐ
ぞ
４
４
◆
わ
ゅ
少
４
ｑ

結
核
病
棟
を
増
改
築

融
鮎
離
一
洲
餓
藤
辮
誠
営
く
層

２
百
帥
万
円
で
十
一
月
未
完
成

！

を 率
と的
いで

が の
あ報
る 告
かで
なあ
ハつ

かた
Dの
湖で
在、
にほ
ばか
/、に
る適
段地

〆

③
小
田
川
ダ
ム
か
ら
金
木
川
お
よ
び
飯

詰
川
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
堰
ま
た
は
用
水

堰
で
結
ぶ
。

と
い
う
結
鎗
を
得
た
も
の
で
あ
る
が
、

堅
二
七
坪
、
廊
下
六
坪
。
い
ず
れ
も
木

造
モ
ル
タ
ル
平
屋
建
て
で
、
病
室
十
一

室
の
ほ
か
、
看
歴
婦
酷
所
、
配
膳
室
、

清
灘
窒
、
浴
室
、
瀧
擁
室
、
便
所
、
洗

面
所
な
ど
が
酒
改
築
さ
れ
、
新
築
し
た

病
院
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の
に
な
る
の
で

職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
患
者

の
害
さ
ん
も
、
一
日
も
早
く
完
成
さ
れ

る
よ
う
首
を
長
く
し
て
待
っ
て
い
る
。

【
辱
漣
Ⅱ
堀
改
築
す
る
金
木
病
院
拮
樮

病
揮
】

率
時
代
に
と
り
か
か
っ
た
問
題
で
あ
る

か
、
在
任
中
の
鯛
査
で
は
、
金
木
川
上

？
；
〃
１
＄
ｐ
千
１
４
レ
レ
マ
１
弾 ﾏﾏ、△～ﾏ､で 一

Ｐ
呉
君
ｚ
Ｔ
や
；
■
９
ｊ
即
齢
岫
‐
・
Ｐ
Ｓ
玉
富
雷
口
邑
ｇ
・
・
己
品
ａ
，
呂
呂
畠
・
罵
言
言
◆
。
。

階
で
あ
っ
た
．
そ
の
後
浪
人
し
た
時
代

も
あ
っ
て
、
こ
の
問
題
か
ら
洩
ざ
か
つ

て
い
た
の
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今

春
、
六
月
三
上
町
長
が
上
京
し
た
ご
い

サ
ヅ
パ
リ
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
知
ら

さ
れ
て
び
っ
く
り
し
た
。

小
門
川
ダ
ム
の
趣
没
は
、
当
地
方
の
水

不
足
解
消
に
は
ぜ
ひ
必
要
で
あ
る
。
ま

だ
は
っ
き
り
し
た
結
論
は
だ
さ
れ
て
い

な
い
が
、
埴
き
る
だ
け
の
努
力
は
し
た

い
』
と
諮
っ
て
お
り
、
ま
た
永
用
仙
台

展
地
頭
務
局
長
は
「
津
軽
総
合
開
発
計

画
の
一
寂
と
し
て
進
め
る
が
、
小
田
川

~＃

霞議

灘
砺
坐
鄙
錘

蕊議鋒

ダ
ム
鯉
投
に
つ
い
て
は
優
先
的
に
と
り

あ
げ
る
。
来
年
庇
の
鯛
究
饗
だ
け
は
約

束
し
て
も
よ
い
が
、
あ
ま
り
安
心
し
て

い
た
だ
い
て
も
困
る
、
。
し
か
し
希
望
は

も
て
る
と
い
う
こ
と
は
約
束
し
て
も
よ

い
』
と
述
べ
へ
鋳
工
の
時
期
や
予
算
の

こ
と
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
関
係
市

町
側
で
は
今
後
も
早
期
実
現
を
期
し
て

運
動
を
展
開
す
る
方
針
を
と
っ
て
い
る

三
上
町
長
の
話
Ｉ
小
田
川
ダ
ム
の
建
投

に
つ
い
て
は
、
知
顎
脳
代
か
ら
力
を
入

れ
て
い
る
津
島
農
林
政
務
次
官
を
は
じ

め
（
竹
内
大
蔵
政
務
次
画
や
計
凹
当
初

の
町
民
だ
っ
た
花
田
県
織
の
諾
先
生
方

が
力
を
い
れ
て
く
れ
る
の
で
、
早
期
者

工
の
可
能
性
か
強
く
な
っ
て
感
謝
に
た

え
ま
せ
ん
。


